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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

懐かしのメロディーを合唱�
第10回「思い出の歌喫茶ひまわり」�

▼

�
　
懐
か
し
い
歌
の
数
々
を
み
ん
な
で

歌
っ
た「
思
い
出
の
喫
茶
ひ
ま
わ
り
」

　第10回「思い出

の歌喫茶ひまわ

り」が９月７日、

中央公民館ホール

で開催されました。�

　自主サークルの会

員ほか歌うことの好きな

参加者など、約80人の大きな歌

声が会場いっぱいに響きわたりました。�

　テーブルの上には実行委員の方々の手作りお菓子も

並べられ、おいしくいただきながら20曲ほどを歌いま

した。�

　また、歌に合わせてレクリェ―ションダンスで参加

者が輪になって踊ったりと、笑い声も飛び交う楽しい

時間を過ごしました。�

　サークルでは、歌声の輪と地域の輪を広げていきた

いと思っていますので、歌の好きな方、ぜひご参加く

ださい。お問合せは中央公民館（a62-1130）まで。�

　阿仁公民館図書室では毎月、図書の展示

貸出を行い読書推進を図っています。�

　今回は『読書の秋』ということで、「これは

使える！人生論」「ミステリー＆推理小説」�

「ＴＨＥ中国」「意外な価値観・世界に気づく」

の４つの特集を企画しました。�

　規模の小さな特集ですが、定番ものから

ユニークなものまでを集めていますので、

秋の夜長の読書にぜひご利用ください。なお、

この特集の返却期日は10月10日（金）まで

としています。�

◎お問合せ　阿仁公民館　a82-2220

日
　
時
　
10
月
22
日（
水
）・
29
日（
水
）・
11
月
５
日

（
水
）・
12
日（
水
）　
計
４
回�

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時�

場
　
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

講
　
師
　
吉
田
優
子
さ
ん�

内
　
容
　
カ
ギ
針
編
み
の
ベ
ス
ト
を
作
り
ま
す�

材
料
代
　
４
千
円
程
度（
会
場
で
徴
収
し
ま
す
）�

持
ち
物
　
カ
ギ
針（
４
号
・
５
号
・
６
号
各
１
本
）�

定
　
員
　
15
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

申
込
期
限
　
10
月
10
日（
金
）ま
で�

◎
問
合
せ
・
申
込
先
　
合
川
公
民
館�

　
　
　
　
　
a
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０
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期
　
日
　
10
月
４
日（
土
）�

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時�

場
　
所
　
県
立
北
欧
の
杜
公
園
南
駐
車
場
広
場（
お

野
立
所
南
側
）�

参
加
費
　
５
０
０
円（
会
場
で
徴
収
）�

そ
の
他
　
▽
芝
生
上
の
た
め
履
物
は
ズ
ッ
ク
等
で
、

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
は
厳
禁
▽
雨
天
の
場
合
、会
場

は
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す（
時
間

／
午
後
６
時
〜
９
時
）�

◎
お
問
合
せ
　
北
秋
田
市
シ
ル
バ
ー
健
康
社
交
ダ

ン
ス
の
会（
愛
称
・
す
ず
ら
ん
の
会
）福
原
さ
ん�
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４
９
０
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北
欧
の
杜
公
園
野
外
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー�

第
59
回
全
国
植
樹
祭
記
念�

�

カ
ギ
針
で
編
む
お
し
ゃ
れ
ベ
ス
ト
教
室�

初
心
者
・
経
験
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
作
品
作
り�

�

▲４つのミニ特集を組んでいる阿仁公民館図書室

　阿仁公民館図書室からのご案内�
『読書の秋』特集を企画
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■
第
８
回
縄
文
ま
つ
り�

　
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
北
秋
田

市
縄
文
ま
つ
り
が
国
指
定
史
跡
・
伊

勢
堂
岱
遺
跡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。み
な
さ
ん
内
陸
線
を
使
っ
て
伊

勢
堂
岱
遺
跡
に
集
合
し
よ
う
！�

開
催
日
　
10
月
４
日（
土
）�

場
　
所
　
伊
勢
堂
岱
遺
跡�

　（
内
陸
線
小
ヶ
田
駅
下
車
す
ぐ
）�

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
15
時�

主
　
催
　
縄
文
ま
つ
り
実
行
委
員
会

内
　
容�

▽
遺
跡
見
学
会
…
ガ
イ
ド
が
遺
跡
の

す
ば
ら
し
さ
を
わ
か
り
や
す
く
教
え

ま
す
！�

◇
縄
文
料
理
…
縄
文
人
に
な
っ
て
、

縄
文
パ
ン
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
！�

◇
勾
玉(

ま
が
た
ま)

づ
く
り
…
縄
文

の
お
守
り
を
つ
く
ろ
う
！�

◇
土
偶
づ
く
り
…
縄
文
人
に
な
っ
て
、

土
偶
を
つ
く
ろ
う
！�

◇
火
お
こ
し
…
キ
ミ
は
縄
文
の
火
を

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
な
？�

◇
そ
の
他
…
的
あ
て
、縄
文
ク
イ
ズ
、

縄
文
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど�

�

■
平
成
20
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭�

　
平
成
20
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。�

期
　
日
　
11
月
８
日（
土
）�

　
　
　
〜
11
月
９
日（
日
）�

会
　
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館（
演

示
会
場
）、合
川
公
民
館
・
合
川
体
育

館（
展
示
会
場
）�

　
※
詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。�

▽
協
賛
行
事
参
加
者
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集�

　
協
賛
行
事
と
し
て
文
化
祭
の
前
後

に
行
わ
れ
る
芸
術
文
化
活
動
の
参
加

者
と
、期
間
中
展
示
会
場
に
出
店
を

希
望
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。申
込
は
い
ず

れ
も
生
涯
学
習
課
ま
で
。�

　
八
幡
宮
綴
子
神
社
宮
司
武
内
家
は
、古
く
鎌

倉
時
代
・
弘
長
２
年（
１
２
６
２
年
）以
前
か
ら

塾
を
開
い
て
付
近
の
子
弟
を
教
育
し
て
い
ま
し

た
。い
わ
ば
、こ
の
地
方
に
お
け
る
庶
民
教
育
施

設
で
し
た
。ま
た
、た
く
さ
ん
の
書
籍
を
集
め
て

学
問
を
望
む
人
達
の
た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
江
戸
時
代
に
な
り
、慶
長
元
年（
１
６
４
８
年
）

十
一
代
寛
明
は「
内
館
塾
」と
し
て
開
設
し
、十

四
代
神
宮
司
烈
光
は
さ
ら
に
塾
を
充
実
発
展
さ

せ
、佐
竹
藩
主
よ
り
教
育
施
設
と
し
て
正
式
の

許
可
を
得
ま
し
た
。こ
の
頃
の
教
師（
教
授
）と

し
て
、宮
野
尹
賢
や
般
若
院
英
泉
な
ど
優
秀
な

学
者
が
指
導
に
当
た
り
、大
館
城
主
も
こ
こ
で

学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
書
籍
類
は
と
て
も
数
多
く
、内
容
と
し
て
神

道
、修
験
道
、儒
教
、国
文
学
、天
文
暦
学
、医
術

療
法
、産
業
経
済
書
関
連
の
ほ
か
、塾
用
の
教
科

書
、綴
子
神
社
や
武
内
家
に
関
す
る
こ
と
や
郷

土
史
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
ふ
だ
ん

使
っ
て
い
た
家
具
類
、能
面
や
古
机
、古
鏡
古
画
、

古
硯
な
ど
の
宝
物
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
は
境
内
の
収
蔵
庫
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、そ
の
文
化
的
な
価
値
は
計
り
知

れ
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、現
在
郷
土
史
家
達

に
よ
っ
て
書
類
等
の
研
究
及
び
整
理
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
学
ん
だ
場
所
は
、武
内
家
住
宅（
塾
舎
本
館
）

の
ほ
か
臨
時
的
に
神
社
社
殿
や
拝
殿
が
使
わ
れ
、

明
治
７
年（
１
８
７
４
年
）綴
子
小
学
校
が
創
立

さ
れ
る
ま
で
続
き
、こ
の
地
域
に
お
け
る
教
育

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。�

　
内
藤
湖
南（
鹿
角
郡
毛
馬
内
出
身
、中
国
の
歴

史
・
文
化
の
研
究
者
）は
、明
治
18
年（
１
８
８
５

年
）北
秋
田
郡
綴
子
小
学
校
主
席
訓
導
と
な
り
、

校
長
の
職
務
を
兼
務
し
ま
し
た
。境
内
に
湖
南

の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。�

▽
昭
和
35
年
２
月
県
指
定
史
跡
文
化
財�

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」（
鷹
巣
町
教
育
委

員
会
）／「
北
鹿
は
宝
箱
」／「
秋
田
の
史
跡
・
考

古
」（
秋
田
県
教
育
委
員
会
）他�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
内
捷
二�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

９�

  

県
指
定
史
跡
「
内
館
文
庫
」�

　
　
　
　
綴
子
字
西
館
46
番
地�

　
　
　
　
綴
子
神
社
境
内�

管
理
者
　
26
代
宮
司 

武
内
尊
英�

�

綴子神社と「内館文庫」収蔵庫
（左の建物）

所
在
地�

▽
第
８
回
縄
文
ま
つ
り�

▽
北
秋
田
市
文
化
祭�

■
お
問
合
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

a

62
―
６
６
１
８�

�

う
ち
だ
て
ぶ
ん
こ�

じ
ん
ぐ
う
じ
れ
っ
こ
う�

み
や
の
い
ん
け
ん�

な
い
と
う
こ
な
ん�

は
ん
に
ゃ
い
ん
え
い
せ
ん�


